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 別寒辺⽜川とその周辺河川のカゲロウ相を明らかにするため，2002 年６⽉ 27 ⽇から７
⽉１⽇まで（夏）と，同年 10 ⽉ 28 ⽇から 10 ⽉ 30 ⽇まで（秋）の２回，カゲロウ⽬の幼
⾍の採集を⾏った。カゲロウ⽬全体で，夏は７科 12 属 16 種の 1008 個体を，秋は６科９
属 12 種の 768 個体を採集できた。あわせて７科 13 属 19 種 1776 個体が採集された。 
 トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae は，PA トビイロカゲロウ Paraleptophlebia sp. 
PA が夏に，PB トビイロカゲロウ P. sp. PB が秋に採集された。モンカゲロウ科
Ephemeridae はフタスジモンカゲロウ Ephemera japonica McLachlan が夏と秋に採集さ
れた。マダラガゲロウ科 Ephemerellidae は，キタマダラカゲロウ Ephemerella aurivilli 
(Bengttson) とオオクママダラカゲロウ Cincticostella nigra (Gose) が夏と秋に採集され，
オオクママダラカゲロウは秋の最優占種だった。ヨシノマダラカゲロウ Drunella 
ishiyamana Matsumura，アカマダラカゲロウ Urachantella punctisetae (Matsumura)，マダ
ラカゲロウ属の１種 E. sp. は夏に⾒られた。ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae はヒメフ
タオカゲロウ属の１種 Ameletus sp. が夏と秋に採集された。コカゲロウ科 Baetidae はサ
ホコカゲロウ Baetis sahoensis Gose が夏と秋に採集され，夏には⽐較的優占していた。シ
ロハラコカゲロウ B. thermicus Uéno は夏と秋に採集された。コカゲロウ Ｂ. sp. Ｏ も夏
と秋に採集されたが，夏は最優占種だった。Ｇ コカゲロウ Ｂ. sp. Ｇ とウスバコカゲロ
ウ属の⼀種 Centroptilium sp. は，夏に採集された。コカゲロウ科の１種 Baetidaegen. sp. 
は夏と秋に採集されたが，個体数は少なかった。フタオガゲロウ科 Siphlonuridae は，オ
オフタオカゲロウ属の１種 Siphlonurus sp. が，夏に１個体だけ採集された。ヒラタカゲ
ロウ科 Heptageniidae はキタタニガワカゲロウ Cinygma lyriformis (McDunnough) とヤ
ヨイミヤマタニガワカゲロウ Cinygmula sapporensis (Matsumura) が夏と秋に，エルモン
ヒラタカゲロウ Epeorus latlfolium Uéno が夏に採集された。 


